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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年2月12日(2016.2.12)

【公表番号】特表2015-508530(P2015-508530A)
【公表日】平成27年3月19日(2015.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-018
【出願番号】特願2014-548998(P2014-548998)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  21/62     (2013.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/673    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   21/62     ３９０　
   Ｈ０４Ｍ    1/673    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月15日(2015.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスであって、
　　当該モバイルデバイスがロックされているという指示を含むデバイスロック画面を表
示し、
　　当該モバイルデバイスがロックされている間に、前記デバイスロック画面に対するジ
ェスチャ入力を受け取ったことに応答して、前記デバイスロック画面上に入力される認証
情報を必要とせずに、前記デバイスロック画面から共有空間の共有空間ユーザインタフェ
ースに遷移し、当該モバイルデバイスがロックされている間に、前記デバイスロック画面
への異なるジェスチャ入力を受け取ったことに応答して、前記デバイスロック画面上に入
力される認証情報を必要とせずに、異なる共有空間の異なる共有空間ユーザインタフェー
スに遷移し、前記デバイスロック画面上の複数の異なる位置でジェスチャ入力を受け取る
　ように構成される、ディスプレイデバイスと、
　　当該モバイルデバイスの制限付き実行モードをアクティブにし、
　　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、デバイスコンテンツへのデバ
イスアプリケーションのアクセスを制限する
　ように構成される、制限付き実行サービスを実装する処理システムと
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項２】
　前記共有空間は、共有デバイスアプリケーションを含み、
　前記制限付き実行サービスは、前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、
前記デバイスコンテンツへの前記共有デバイスアプリケーションのアクセスを許可するよ
うに構成される、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３】
　前記デバイスアプリケーションは、前記デバイスコンテンツについての要求により前記
共有デバイスアプリケーションを呼び出すように構成され、
　前記制限付き実行サービスは、前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、
前記共有デバイスアプリケーションを介した前記デバイスコンテンツへの前記デバイスア
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プリケーションのアクセスを制限するように更に構成される、請求項２に記載のモバイル
デバイス。
【請求項４】
　前記デバイスアプリケーションは、前記デバイスコンテンツについての要求により前記
共有デバイスアプリケーションを呼び出すように構成され、前記要求は、前記デバイスア
プリケーションが前記共有空間内の前記共有デバイスアプリケーションを介して前記デバ
イスコンテンツへアクセスすることを許可されていることを示す要求トークンを含み、
　前記制限付き実行サービスは、前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、
前記要求トークンに基づいて、前記共有デバイスアプリケーションを介した前記デバイス
コンテンツへの前記デバイスアプリケーションのアクセスを許可するように更に構成され
る、請求項２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５】
　前記デバイスアプリケーションは、前記デバイスコンテンツにアクセスするタスクコー
ルを開始するように構成され、
　前記制限付き実行サービスは、前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間は
制限されるように指定されている１つ又は複数のデバイスアプリケーションタスクに基づ
いて、前記デバイスコンテンツへの前記アクセスを制限するように構成される、請求項１
に記載のモバイルデバイス。
【請求項６】
　モバイルデバイスの一体型ディスプレイデバイス上にデバイスロック画面を表示するス
テップであって、前記デバイスロック画面は、前記モバイルデバイスがロックされている
という指示を含む、ステップと、
　前記モバイルデバイスがロックされている間に、ユーザが前記デバイスロック画面を第
１の方向にスワイプするときのジェスチャ入力を受け取ったことに応答して、前記デバイ
スロック画面上に入力される認証情報を必要とせずに、前記デバイスロック画面の表示か
ら、共有空間の共有空間ユーザインタフェースを表示するように遷移するステップと、
　前記モバイルデバイスがロックされている間に、前記デバイスロック画面を第２の異な
る方向にスワイプするときのジェスチャ入力を受け取ったことに応答して、前記デバイス
ロック画面上に入力される認証情報を必要とせずに、異なる共有空間の異なる共有空間ユ
ーザインタフェースを表示するように遷移するステップと、
　前記モバイルデバイスの制限付き実行モードをアクティブにするステップと、
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、デバイスコンテンツへのデバイ
スアプリケーションのアクセスを制限するステップと
　を含む、方法。
【請求項７】
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、前記共有空間内に含まれる共有
デバイスアプリケーションの前記デバイスコンテンツへのアクセスを許可するステップと
、
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、前記デバイスアプリケーション
が、前記デバイスコンテンツを求める要求により前記共有デバイスアプリケーションを呼
び出すとき、前記共有デバイスアプリケーションを介して前記デバイスコンテンツへのア
クセスを制限するステップと
　を更に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、前記デバイスアプリケーション
がタスクコール内に含んでいる、前記デバイスコンテンツを求める前記共有デバイスアプ
リケーションに対する要求トークンに基づいて、前記共有デバイスアプリケーションを介
した前記デバイスコンテンツへの前記デバイスアプリケーションのアクセスを許可するス
テップを更に含み、前記要求トークンは、前記デバイスアプリケーションが、前記共有空
間内の前記共有デバイスアプリケーションを介した前記デバイスコンテンツへのアクセス
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を許可されることを示す、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間は制限されるように指定されてい
る１つ又は複数のデバイスアプリケーションタスクに基づいて、前記デバイスコンテンツ
への前記アクセスを制限するステップを更に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　制限付き実行サービスを提供するためのコンピュータプログラムであって、モバイルデ
バイスによって実行されると、当該モバイルデバイスに、
　当該モバイルデバイスがロックされている間に、当該モバイルデバイスがロックされて
いることを示すデバイスロック画面へのジェスチャ入力又は前記デバイスロック画面に表
示されるボタンの選択を受け取ったことに応答して、前記デバイスロック画面上に入力さ
れる認証情報を必要とせずに、前記デバイスロック画面から共有空間の共有空間ユーザイ
ンタフェースへ遷移させ、当該モバイルデバイスがロックされている間に、前記デバイス
ロック画面への異なるタイプのジェスチャ入力又は前記デバイスロック画面上に表示され
る異なるボタンの選択を受け取ったことに応答して、前記デバイスロック画面上に入力さ
れる認証情報を必要とせずに、異なる共有空間の異なる共有空間ユーザインタフェースに
遷移させ、
　当該モバイルデバイスの制限付き実行モードをアクティブにさせ、
　前記制限付き実行モードがアクティブ化されている間、デバイスコンテンツへのデバイ
スアプリケーションのアクセスを制限させる
　ように構成される、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　あるいは、デバイスアプリケーション２１８は、デバイスコンテンツ２２２の要求を伴
う、共有デバイスアプリケーション２２０へのタスクコールを開始することができ、この
要求は、デバイスアプリケーションが、共有空間２１６内の共有デバイスアプリケーショ
ンを介してデバイスコンテンツにアクセスするのを許可されることを示す要求トークンを
含む。制限付き実行サービス２０２は次いで、制限付き実行モードがアクティブ化されて
いる間、要求トークンに基づいて、共有デバイスアプリケーションを介したデバイスコン
テンツへのデバイスアプリケーションのアクセスを許可することができる。制限付き実行
サービスは、デバイスロック画面に入力されたＰＩＮコード又は認証情報に応答して、制
限付き実行モードを非アクティブにし、デバイスアプリケーション２１８がデバイスコン
テンツ２２２への無制限のアクセスを有する、モバイルデバイスの通常のユーザモードに
戻すこともできる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　５０６において、デバイスアプリケーションは、該デバイスアプリケーションが共有空
間内に共有デバイスアプリケーションとして含まれる場合、制限付き実行モードにおいて
デバイスコンテンツへのデバイスアプリケーションのアクセスを許可するようにユーザ指
定されていると決定される。あるいは、５０８において、デバイスアプリケーションは、
該デバイスアプリケーションが共有空間内に含まれる場合であっても、デバイスコンテン
ツへのアクセスを許可されないように指定されていると決定される。例えばモバイルデバ
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イス１００における制限付き実行サービス２０２は、デバイスアプリケーションが共有空
間内で共有デバイスアプリケーションとして含まれる場合、デバイスアプリケーションが
、制限付き実行モードにおいてデバイスコンテンツへのデバイスコンテンツアプリケーシ
ョンアクセスを許可するようにユーザ指定されているかどうかを決定することができる。
制限付き実行サービス２０２は、デバイスアプリケーションが共有空間内に含まれている
場合であっても、該デバイスアプリケーションはデバイスコンテンツへのアクセスを許可
されないように指定されている（例えばプログラムされている）と決定することもある。
さらに、このタイプのプログラムされたデバイスアプリケーションは、共有空間内に含ま
れるようにユーザ指定される資格さえないものとして実装され得ることがある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　ハブオペレーティングシステムサービス６３４は、デバイスの既存のメンバユーザから
要求を受信し、これに応答して、ハブオペレーティングシステムサービス６３４及び／又
はハブ管理サービス６１４は、ハブに参加するための招待を、登録サイトへのリンク又は
他の登録の指示を含み得るＳＭＳ、ＭＭＳ又は予想されるメンバのモバイルデバイスに送
信されるインスタントメッセージとして通信することができる。ハブオペレーティングシ
ステムサービス６３４及び／又はハブ管理サービス６１４は、例えば少なくともアカウン
ト識別子（ＳＳＯ認証情報のような）を含む、プライベート対話ハブに参加する招待に対
する承諾を（例えば登録ウェブサイト経由で）受信し、新たなメンバをハブ管理サービス
６１４における既存のハブに関連付ける。新たなメンバのアカウント識別子６２０を含む
、更新されたメンバシップ情報は、ハブ管理サービス６１４からプライベート対話ハブ内
の他のメンバの他のモバイルデバイスにも伝播され得る。新たなメンバユーザがハブに参
加すると、該新たなメンバユーザは、ハブアプリケーション６０８及び／又はデバイスア
プリケーション６３６のいずれかのような、格納済みハブデータ６２４及び格納済みハブ
メタデータ６２６へのアクセスを提供するように構成された様々なアプリケーションをダ
ウンロード及び／又はインストールするように促されることがある。ハブアプリケーショ
ン６０８は、ユーザが新たなハブを作成し、既存のハブのメンバシップを修正するエント
リポイントとすることもできる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　モバイルデバイスのハブアプリケーション６０８のオペレーティングシステム６３２と
の統合により、デバイスのユーザは、メッセージ又は更新をハブユーザインタフェース６
０６上において、そのメッセージ又は更新に関連付けられるアプリケーションのアプリケ
ーションユーザインタフェース内で見ることができるようになる。例えばハブカレンダは
、モバイルデバイス６０２上のカレンダアプリケーション（例えばデバイスアプリケーシ
ョン６３６）と統合され、ハブユーザインタフェース６０６内に表示されるカレンダ更新
が、ユーザによって選択されて、カレンダアプリケーションのカレンダユーザインタフェ
ース内に表示されている更新を開始することができる。あるいは、ユーザは、カレンダユ
ーザインタフェースを見て、プライベート対話ハブに関連付けられるカレンダイベントを
選択して、ハブのメンバに対するカレンダイベントを含むハブカレンダの表示を開始して
もよい。別の例として、ハブカレンダイベントをハブユーザインタフェース内に表示する
ことができ、デバイスのカレンダアプリケーションは、デバイスのユーザのみがデバイス
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カレンダアプリケーションのユーザインタフェース内のビューへのアクセスを有する任意
のプライベートデータカレンダイベントとともに、ハブカレンダイベントにアクセスして
、ハブカレンダイベントを表示することができる。ハブアプリケーション６０８及びデバ
イスアプリケーション６３６は双方とも、同じハブカレンダイベントデータ（例えばモバ
イルデバイス上に格納された同じハブデータ６１０）を獲得する。２つの異なるユーザイ
ンタフェース（例えばハブユーザインタフェースとデバイスアプリケーションユーザイン
タフェース）は、同じカレンダイベントデータを表示する。
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